
タイトル

提案するテーマ

内容の概要

きたる南海トラフや災害によって、人が県外に流出しないよう、
私たちができることを提案する。

２０１１年 高知県へ東北の人達が入ってきている？

これは、２０１１年に起きた東日本大震災が関連し
ているのではないだろうか

だから、高知県の南海トラフの被害について調べ、
そのことについて対策をまとめ、
安全性を確かめてみることにした！

しかし一方で、高知県の転出数は増加している

それは、高知県で発生する
南海トラフが関係しているのでは、ないのだろうか

災害！？ そんなのへっちゃら



高知県 地域ブロック別純移動数

高知県の人口の社会増減

急激に東北が増えているのは、なぜ？



２０１１年に何かがあったのでは………？

東北大震災があった

つまり地震が影響して、高知県への避
難者が増えた！

なぜ！？



南海トラフ地震がおこっ
たら、県外に避難せんと
いかんが？



南海トラフが不安！？

＜南海トラフへの不安を調査＞

～大人たちは・・・～

・いつ来るのかわからない

・海際にいるとき (津波の不安)

・スマホがあるかないか (連絡手段 等)

・救援物資が届かない

・高齢者をどう救うか？

どの様なお世話をしたらいいの？



こどもたちの不安！？

＜南海トラフへの不安を調査＞

～こどもたちは・・・～

・家が倒壊しないか ・お金が無くなる

・避難対策できてないこと

・避難場所が分からない

・地震にあったことない・・・どうするの

・避難後の生活はどうなる・・・

高齢者と一緒に生活できるのかな？



高知県 人口ピラミッド 予想
図

地震が起きるころに
は高齢者の人数が
かなり多くなっている



こどもや高齢者は南海トラフに対応できるのか？

高知県の被害想定

不安！



高知県はすでに対策をしているのだが・・・・・
(高知県のホームページ参照)

土木部
危機管理部(１)

危機管理部(２) 危機管理部・水産振興部・土木部



私たちが、高知県の防災
対策を考えてみた！

こどもや高齢者に

安心感をもたせる



• 若者が高齢者を助けるために、地域の
方との信頼関係が必要！

• 地域の方たちの心の安心をどう確保す
るか！

• 避難者への安全・安心をいかに提供す
るか！

私たちが思う必要なこと！



私たちの提案

①高校生が主体となり地元住民と
防災訓練(配給訓練・避難経路等)
を授業で行う

②避難場所である学校を憩いの
場にする



【 学校の教科に防災科目を設置 】

• 地域のこどもと高齢者の参加者を募り、月１
回程度、土曜日に「防災の授業」を実施する

（先生は地域の人材を活用する）

• 学校の体育館等で、地域住民と一緒に１泊２
日の防災合宿を行う（計画は高校生が行う）

※この予算は、県と市町村役場が折半する

具体的手立て１

広報は市町村役場と学校が協力して行う



【学校を憩いの場にする】

各季節ごとに、学校の食堂を開放し

「防災食堂」を開く （土日を活用する）

具体的手立て２

• 食材は備蓄されている非常食を活用する

• メニューは地域の高齢者が考える

• 食事はお年寄り、こども、高校生が班をつくっ
て交流しながら食べる

※この予算は、県と市町村役場が折半する



期待される効果は！

◆高知県は「安心・安全」の県であること
を、多くの県民（こどもやお年寄り）に
知ってもらえる。

◆助け合いの心を育む、防災教育を行
うことで、将来の高知県を担う人を育て
ることができる。

高知県に住みたい人が増える！


